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研究の目的

技術の説明

主 な 結 論

建築の壁や開口部の断熱、および設備の省エネ方式（空調ではVAV､VWV、タスク空調など、照明ではHf器具、

タスク照明など）による省エネ効果をモデル建物でシミュレーションして求めています。

本研究では、郵便局舎の省エネルギーを推進するために、これまで郵便局舎に適用してきた既存の省エネルギー

手法に加え、新たな手法の採用を検討し、シミュレーションを行うことにより、現標準の郵便局舎に比べ、エネ

ルギー量を50％削減する方法を検討しました。また、そのための適用すべき省エネルギー手法や、今後の課題に

ついて整理しました。

標準郵便局舎と比べ、空調、換気、照明のエネルギーが50％削減できることがわかりました。郵便局舎の特性か

ら全体を空調、照明するのではなく、作業エリアのみを空調・照明するタスク・アンビエント方式の採用が効果

的で，また建物全体エネルギー削減では太陽光などの自然エネルギーの採用が必要です。
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